
新たに整備された『渋沢栄一アンドロイド・シアター』。
『中の家』『渋沢栄一記念館』ともに、渋沢栄一アンドロイドは、
㈱ドトールコーヒー 名誉会長 鳥

とり

羽
ば

博
ひろ

道
みち

氏からの寄附により制
作しました。

栄
一
翁
も
帰
郷
時
に
滞
在
し

た
『
中
の
家
』
の
主
屋

　

来
年
7
月
前
半
に
発
行
さ
れ
る
新
紙

幣
の
１
万
円
札
の
顔
と
な
る
渋
沢
栄
一

翁
の
生
地 

旧
渋
沢
邸
『
中
の
家
』
が
、

主
屋
の
工
事
を
終
え
て
８
月
１０
日
㈭
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
『
中な

か

のん

家ち

』
と
い
う
名
称
は
、
所
在

地
が
渋
沢
一
族
の
家
々
の
中
で
真
ん
中

に
位
置
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
に

呼
ば
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
現
存
す
る

主
屋
は
、
こ
の
地
方
の
典
型
的
な
養よ

う

蚕さ
ん

農
家
建
物
で
、
栄
一
翁
た
ち
が
生
ま
れ

育
っ
た
家
の
跡
地
に
、
妹
夫
妻
が
明
治

28
年
（
１
８
９
５
年
）
に
建
て
た
も
の

で
す
。
栄
一
翁
も
帰
郷
の
際
に
は
、
こ

こ
に
滞
在
し
て
い
ま
し
た
。
平
成
22
年

か
ら
市
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

耐
震
補
強
工
事
に
よ
り
『
中
の

家
』
内
部
の
見
学
が
可
能
に
！

　

今
回
、
耐
震
補
強
工
事
を
し
た
こ
と

で
、
今
ま
で
立
ち
入
れ
な
か
っ
た
建
物

旧渋沢邸『旧渋沢邸『中中
な かな か

のの
んん

家家
ちち

』』
リニューアルオープン！リニューアルオープン！

４つのオブジェに手をかざしてみよう！

　渋沢栄一翁の生地である旧渋沢邸『中の家』が、主
お も

屋
や

の耐震補強と改修の工事を終了し、
８月１０日㈭にリニューアルオープンします。
　今月の特集では、これからも後世に歴史的建造物としての価値や渋沢栄一翁の功績を継
承していく、旧渋沢邸『中の家』について紹介します。

内
の
見
学
も
可
能
と
な
り
、
栄
一
翁
が

帰
郷
の
際
に
滞
在
し
た
上か

み

座ざ

敷し
き

な
ど
を

見
学
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

建
物
の
全
体
に
使
用
さ
れ
て
い
る
立

派
な
梁は

り

や
柱
か
ら
も
『
中
の
家
』
の
隆

盛
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
中
で

も
上
座
敷
は
、
特
に
上
質
な
資
材
が
用

い
ら
れ
、
１
階
で
過
ご
す
栄
一
翁
に
物

音
が
届
か
な
い
よ
う
上
部
に
蚕さ

ん

室し
つ

を
設

け
な
い
な
ど
、
多
忙
の
合
間
を
縫
っ
て

帰
郷
し
た
栄
一
翁
を
、
妹
夫
婦
が
大
切

に
も
て
な
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
展
示
物
と
し
て
、
主
屋
の

歴
史
や
『
中
の
家
』
に
関
わ
る
人
々
な

ど
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
類
や
、
大
河
ド

ラ
マ
『
青
天
を
衝つ

け
』
放
送
時
に
市
内

に
設
け
ら
れ
た
深
谷
大
河
ド
ラ
マ
館
内

で
展
示
さ
れ
た
再
現
セ
ッ
ト
も
見
ど
こ

ろ
で
す
。

帰
郷
中
の
栄
一
翁
が
語
り
掛
け
る

『
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
シ
ア
タ
ー
』

　

生
ま
れ
変
わ
っ
た
『
中
の
家
』
に
設

け
ら
れ
た
展
示
の
中
で
も
、
い
ち
お
し

は
、
渋
沢
栄
一
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
と
映
像

を
組
み
合
わ
せ
、
栄
一
翁
の
世
界
に
浸

る
こ
と
の
で
き
る
『
渋
沢
栄
一
ア
ン
ド

ロ
イ
ド
・
シ
ア
タ
ー
』（
上
記
写
真
）

で
す
。

　

コ
ン
セ
プ
ト
は
、『
帰
郷
し
て
和
服

で
く
つ
ろ
ぐ
80
歳
代
の
栄
一
翁
か
ら
、

ふ
る
さ
と
血
洗
島
や
仲
間
と
の
思
い
出

を
聞
く
』。
映
像
を
交
え
な
が
ら
栄
一

翁
の
話
を
聞
く
こ
と
で
、
よ
り
深
く
、

『
中
の
家
』
そ
し
て
栄
一
翁
の
ふ
る
さ

と
を
体
験
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
新
し
い
『
中
の
家
』

は
、
栄
一
翁
を
身
近
に
感
じ
楽
し
み
な

が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
な
っ

て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、栄
一
翁
の
い
る『
中

の
家
』
へ
遊
び
に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
主
屋
の
敷
居
を
ま
た
い
で
中
に
入

れ
ば
、
渋
沢
栄
一
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
が
に

こ
や
か
に
出
迎
え
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

所在地　血洗島 247-1

開館時間　午前 9 時～午後 5 時 ( 入場

は午後 4 時 30 分まで )
※８月１０日㈭は午後１時から開館

※団体見学は 9 月 1 日㈮から受け入れ （事前

予約制）

休館日　12 月 29 日～ 1 月 3 日

問い合わせ　渋沢栄一記念館 （う587-

1100）

8月 10日㈭午後1時OPEN!

旧渋沢邸『中の家』開館情報

　7 歳から学んでいた『論語』について語り
ます。話し相手には幼少期の栄一君も登場？

　『中の家』の家業である『藍玉』の製
造・販売を通して学んだことを語ります。

　共に人生を支え合った血洗島の仲間
たちを紹介します。

　フランスなどで目にして衝撃を受けたさ
まざまな出来事を回想します。

ふ

るさ
とから世界へ

ふ

るさ
との仲間たち

商い
のこころ

論
語か
ら学ぶ人生

『中の
家』へ

ようこ
そ！

生
ま
れ
変
わ
っ
た
『
中
の
家
』
で
栄
一
翁
が
待
っ
て
い
ま
す

栄一翁が、それぞれのオブジェにちな
んだ思い出話をしてくれるよ
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関連施設も巡ってみよう！

主
屋
が
建
設
さ
れ
て
以
来
の

本
格
的
な
改
修
工
事
を
実
施

　
『
中
の
家
』
の
主
屋
は
、
建
設
か
ら

１
2
０
年
以
上
が
経
過
し
、
耐
震
性
が

確
保
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
歴
史

的
建
造
物
を
将
来
へ
と
継
承
す
る
た
め

に
は
、
耐
震
性
の
向
上
や
補
修
が
急
務

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
市
で
は
、

令
和
元
年
度
か
ら
設
計
作
業
に
着
手

し
、
令
和
４
年
２
月
に
工
事
を
開
始
、

今
年
４
月
末
に
改
修
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

改
修
工
事
は
、
文
化
財
と
し
て
、
元

の
形
状
を
残
す
こ
と
を
基
本
と
し
、
明

治
期
に
建
て
た
主
屋
南
側
は
現
状
保
持

を
行
い
、
昭
和
58
年
に
増
築
さ
れ
た
北

側
は
、
新
た
な
利
活
用
を
図
る
た
め
の

工
事
を
行
い
つ
つ
、
耐
震
安
全
性
の
向

上
を
図
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
渋
沢
栄
一
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
設

置
の
た
め
の
改
修
・
整
備
、
屋
根
の
荷

重
を
軽
減
す
る
た
め
の
瓦
の
ふ
き
替
え

や
、
外
壁
改
修
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

事
前
の
調
査
で
発
見
さ
れ
た

さ
ま
ざ
ま
な
遺
構

　

今
回
の
改
修
工
事
に
あ
た
っ
て
は
、

工
事
に
際
し
て
詳
し
い
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
主
屋
に
眠
っ
て

い
た
さ
ま
ざ
ま
な
遺
構
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
一
つ
で
あ
る
『
煉れ

ん

瓦が

製
カ
マ
ド

跡
』
は
、
五
つ
の
焚
口
と
灰
な
ど
を
か

き
出
す
た
め
の
溝
が
残
っ
て
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
使
わ
れ
た
れ
ん
が
の
中

に
は
、
栄
一
翁
が
中
心
と
な
っ
て
設
立

し
た
日
本
煉
瓦
製
造
㈱
で
作
ら
れ
た
こ

と
を
示
す
『
上
敷
免
製
』
の
刻
印
が
押

文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
保
ち
な
が
ら
建
物
を
利
活
用

さ
れ
た
れ
ん
が
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

『
煉
瓦
製
カ
マ
ド
跡
』
は
、
そ
の
ま
ま

保
存
さ
れ
、
展
示
物
と
し
て
見
学
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
左
記
写
真
）。

　

今
回
の
調
査
で
出
現
し
た
も
の
は
、

こ
の
他
に
、
記
名
入
り
の
束つ

か

柱ば
し
ら

、
い
ろ

り
、井
戸
の
枠
石
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
現
状
を
維
持
し
た
状
態
で

床
下
に
て
保
存
し
た
た
め
、
通
常
は
目

に
触
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今

後
、
企
画
展
示
な
ど
で
紹
介
す
る
予
定

で
す
。

寄
附
の
活
用
な
ど
で
皆
の
想
い

が
詰
ま
っ
た
『
中
の
家
』
に
！

　

改
修
工
事
を
行
っ
た
『
中
の
家
』
主

屋
は
、
し
っ
く
い
な
ど
を
用
い
る
伝
統

的
な
工
法
で
瓦
屋
根
や
外
壁
の
細
部
が

復
元
さ
れ
ま
し
た
。
改
修
・
整
備
に
か

か
っ
た
費
用
は
約
３
億
８
５
４
５
万
円

で
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り
全

国
の
企
業
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
附
金
も

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
実
施
し
、
全
国
か
ら
屋
根
改
修
の

寄
附
金
が
１
４
２
５
万
５
千
円
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
屋
根
瓦
の
裏
側
に
は
、
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
や
、
大
河
ド

ラ
マ
『
青
天
を
衝つ

け
』
の
出
演
者
な
ど

の
名
前
が
記
名
さ
れ
、
多
く
の
人
の
想

い
が
詰
ま
っ
た
建
物
と
な
り
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
の
想
い
を
将
来
に
伝
え
な

が
ら
青
天
に
映
え
る
、美
し
い
姿
の『
中

の
家
』
主
屋
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲『煉瓦製カマド跡』の展示

『論語
の里』ガイ

ドアプリをダウンロードして
散策をさらに楽しく！

『クイズラリー』で楽
しく散策

なりきり写真で楽しめる

　渋沢栄一記念館の公式まち歩きガイドアプリ、
深谷市『論語の里』ガイドは、栄一翁ゆかりの『論
語の里』エリアのスポットを中心に、見どころやお
すすめコースをきめ細かくガイドします。早速、下
記QRコードからダウンロードしてみてください。

▲ iOS 用 ▲ Android 用

　『中の家』も位置する『論
語の里』エリアなどの栄一翁ゆかりの地
に立ち寄って、栄一翁が過ごした江戸から昭和
初期にタイムスリップしてみませんか？

尾
お

高
だ か

惇
じ ゅ ん

忠
ち ゅ う

生家
　栄一翁のいとこ
であり、学問の師
でもあった尾高惇
忠の生家です。惇
忠や栄一翁らが高
崎城乗っ取りなど
を計画したと伝わ
る部屋（非公開）
が 2階にあります。

渋沢栄一記念館誠
せ い

之
し

堂
ど う

・清
せ い

風
ふ う

亭
て い

所在地 下手計 236
※『中の家』から徒歩 25 分

　栄一翁ゆかりの
資料をたくさん展
示しており、栄一
翁の生涯について
詳しく知ることがで
きます。また、講
義室では 70 歳代
の渋沢栄一アンドロイドによる『道徳経済合一説』
の講義を受講できます。渋沢栄一記念館で学ん

でから、『中の家』
でくつろぐ80 歳
代の渋沢栄一アン
ドロイドに会いに
行くのもおすすめ
です。

所在地 下手計 1204（八基公民館内）
※『中の家』から徒歩 15 分

所在地 起会 84-1（大寄公民館地内）
※『中の家』から車で 5 分

　第一銀行行員の出資により、『誠之堂』
は初代頭取である栄一翁の喜寿（77 歳）
を祝って、『清風亭』は2代目頭取である
佐
さ

々
さ

木
き

勇
ゆ う

之
の

助
す け

の古希（70歳）を記念して、
東京都世田谷区内に建築されたものを移
築したもので、
どちらも大正
時代を思わせ
る装飾などが
見どころです。

▲誠之堂

◀清風亭

改修後の『中の家』主屋
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